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ま え が き 
 
 近年、長期雇用慣行の後退や、年功的な賃金制度に変わる成果志向型の賃金システムの普

及によって、日本的雇用慣行が大きく変わろうとしています。こうした変化の結果、従来の

人事処遇制度の基底をなす集団的労働条件決定システムもまた変革を迫られております。す

なわち、集団的な労働関係から個別的な労働関係へと、労使関係は大きな変革期を迎えよう

としています。新たな労働関係を律するルールは、どのようなものであるべきなのでしょう

か。また新たな労働関係への政策的対応はどうあるべきなのでしょうか。 

 こうした課題に対する基礎的な情報を収集するため、当機構では、プロジェクト研究「企

業の経営戦略と人事処遇制度等の総合的分析に関する研究」の中で、企業で働く労働者に対

するアンケート調査「新時代のキャリアデザインと人材マネジメントの評価に関する調査」

を実施いたしました。この調査ではまず、雇用システムや賃金制度をめぐる労使の認識ギャ

ップに注目しました。その結果、労使の間では、雇用や賃金に関する方針を巡って大きな認

識ギャップがあることが明らかになりました。次に、成果主義を中心とする最近の人事処遇

制度を含む様々な雇用環境の変化について労働者がどのように考え、受け止めているかに注

目したところ、成果主義の進展や外部労働市場の拡大は、個別的労働紛争の発生を高める可

能性があることが明らかになりました。また、こうした個別的労働紛争の予防には、労使コ

ミュニケーションの充実が必要であることが示唆されました。ほかにも労働者の方々の企業

経営や、コーポレート・ガバナンス等に対する様々な意識、意見を把握することができまし

た。 

 本報告書が、企業、労働組合、雇用や労働に関心を持つ関係機関の方々、および研究者等

の専門家の方々にご活用いただければ幸いです。また、今後の労働政策を巡る議論の活性化

に少しでも役立つところがあれば、望外の喜びであります。 
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